
入院第１３日めードクターとのコミュニケ
　　　　　　　ーションがうまくいかな
　　　　　　　い

主治医の土井ドクターはぼ
くが尊敬できるキャラクタ
ーだ。ぼくもできるだけ心
を開いて話したいフランク
なタイプの女性だ。

ところがこの土井ドクター
も医師＝患者をある種の個
人的関係を混入した考え方
を持っていることがわかっ
た。妻とぼくがマスコミや
実際行動を通じて、厚生省
や医療機関そしてドクター
について、言いたいことの
百分の一も言わずに、遠慮
がちに批判してきた。その
ことを捉えて、土井ドクタ
ーはこうぼくに尋ねた。
「島岡さんは、外来の主治
医の表千家先生とコミュニ
ケーションが取れていらっ
しゃるんですか？」
つまり、このドクターはこ
ういう批判的なことを書い
ていると医師＝患者の関係
がうまくいかないとでもい
いたいのかな？
「ぼくは、えぇ。うまくい
っています。彼もぼくも医
師として患者として長いお
付き合いですから、お互い
思想的に変化していると思
いますが、ぼくはコミュニ
ケーションを取れていると
信じています」
と言ううと、ちょっと首を
かしげて、「それならいい
んですが・・・」と言う。
「コミュニケ―ションが取
れていない患者とは付き合
わない」という選択がド

クターにできるのか、と長
年学生と接触して学生を選
ぶ権利がぼくにはほとんど
なかったことを思い知って
いるぼくが思った。いろん
な医療文献を読むと、医師
＝患者の信頼関係が大切な
どと書いてあるが、個人的
な信頼関係が結果なのであ
って、実際ビジネスとして
信用し合うかどうかという
ことことが基本なのだ。

ドクターに患者がぼくのよ
うにのべつ幕なしジョーク
を言うことはかなり迷惑な
ことらしい。

今日点滴スタンドからつい
に開放されて、入院後初め
て、広々としたデイルーム
で食事をとった。ところが
自分の病室（４２２号）に
帰ると、その前の廊下で土
井ドクターが悲しそうな表
情を浮かべて、点滴スタン
ドを握って立っていた。仁
王立ちに見えた。彼女は言
った。「すみません。週末
は点滴を再開させてくださ
い。肝臓の数値がかなり悪
くなっているものですから
」
ぼくは、暗然とした気持ち
になったが、点滴のビニー
ルの袋をなでながら、言っ
た。
「素敵な食後のデザートで
すね」

このように肝臓機能障害

が出始めたので、土井ドク
ターがぼくの職場の都合で
「だいたいどのくらいまで
、入院がＯＫなんですか？
」と尋ねた。
「まだ大丈夫ですよ」
「でも、入院中に夏休みに
入ってしまうので（授業の
方は)いいんですか？」
「国立大学は７月２０日過
ぎまで、授業があり、夏休
みは事実上、８，９の２ヶ
月です」
「えっ？　８月、９月のう
ち何日間お休みが取れるん
ですか？」
「いろいろ業務があります
が、２ヶ月丸まるですよ」
「えっ？えっ？　それでお
給料いただけるんですか？
」
「安月給です。土井先生と
比べたら、殿様と百姓の差
がありますが」
「何をおっしゃいますか！
私のお給料の安さと言えば
・・・びっくりぎょうてん
なさいます。で、島岡さん
はその２ヶ月もの間、何を
なさっているんですか」
「何をおっしゃいますか。
あなた。ケンキュー、コク
ミンのためのケンキュー以
外にないじゃありませんか
」
「・・・ギモンの目つき・
・・」

このように
ドクターとのコミュニケー
ションはほとんどない。
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